
日
本
の
地
方
都
市
で
は
中
心
市
街
地
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化
が
深
刻
で
あ
る
。
日
本
と
同
じ
く

島
国
で
あ
り
政
治
制
度
が
類
似
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
再
生
を
ヒ
ン
ト
に
、
日
本
の
地
方
都

市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
を
提
示
す
る
の
が
、
本
書
『
イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ
商
店
街
再
生
計
画
／

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
を
変
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
』（
足
立
基
浩
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ
都
市
再
生
の
ヒ
ン
ト
は
、
各
種
商
業
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
町
の
魅
力
の

差
別
化
と
、「
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
の
再
生
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
街
の
伝
統
的
町
並
み
を

残
す
よ
う
な
都
市
再
生
を
実
施
し
、
空
き
物
件
を
貸
し
や
す
く
し
、
そ
の
結
果
、
あ
る
程
度
資

本
力
の
あ
る
店
（
全
国
チ
ェ
ー
ン
店
も
含
む
）
を
増
や
し
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、
郊
外
型
店
舗
と
の
差
別
化
が

可
能
と
な
る
だ
ろ
う
と
筆
者
は
み
て
い

る
。
本
書
は
、「
商
店
街
vs.
郊
外
型
の

大
型
店
舗
」
と
い
う
旧
来
の
構
図
を
打

破
し
、「
個
性
を
活
か
し
た
都
市
再
生
」

の
視
点
か
ら
両
者
〈
共
存
共
栄
〉
の
道

を
示
す
、
興
味
深
い
本
と
言
え
る
。

四六判　210ページ
定価　2,400円
ミネルヴァ書房

旅
行
の
成
熟
化
を
背
景
に
旅
行
目
的
が
多
様
化
し
て
い
る
な
か
で
、
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
や
ご
当
地

グ
ル
メ
、
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー
ム
な
ど
、「
地
域
の
食
」
を
楽
し
む
新
た
な
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
生

ま
れ
、
定
着
し
て
き
て
い
る
。
日
本
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
始
め
た
フ
ー

ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
歴
史
的
変
遷
、
広
範
な
旅
行
者
を
対
象
と
し
た
調
査
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
か
ら
類
型
化
し
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
フ

ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
用
の
あ
り
方
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
の
が
『
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
論
／
食
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
』（
安
田
亘
宏
著
、
古
今
書
院
）
で
あ
る
。

本
書
で
は
、フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
高
級
、庶
民
、マ
ル
チ
、食
購
買
、食
体
験
、ワ
イ
ン
・
酒
の
六

つ
に
類
型
化
。
持
続
可
能
な
フ
ー
ド
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
は
、「
ま
ち
」
を
商
品
と
し
て
市
場

に
売
り
込
ん
で
い
く
「
ま
ち
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を
明
示

し
て
い
る
。 

（
挑
全
）
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新
着
図
書
紹
介

　観光に関わる資料の収集機能は、当財団が調査研究専門機関と
なった51年前の1963年に前組織から引き継いだもので、67年に「資料
室」が発足……このほど「50年史」作成にあたり、「旅の図書館」の源
流を振り返ってみた。
　図書館としての開設は1978年だが、実はこの「資料室」が原点で、
当時は欧米先進国を中心とする観光事業関係の最新情報を収集・
翻訳し、ニュースとして発行していたという。その後、“教養型旅行者”
ニーズへの対応として情報提供サービスを開始し、開館に至る。
　時代と社会情勢に応じた情報収集、分析、発信・コミュニケーショ
ン。役割を再認識した。 （久保田）

館 長 の つ ぶ や き

ベストリーダー （2013年11月～2014年1月）
当図書館への来館者によく閲覧されている本を紹介。
【旅行ガイドブック部門】
海外旅行では、
・『地球の歩き方フランス2014-2015』（ダイヤモンド・ビッグ社）
・『るるぶシンガポール2014』（JTBパブリッシング）
・『地球の歩き方台湾2013-2014』（ダイヤモンド・ビッグ社）
国内旅行では、
・『まっぷる山口・萩・下関 門司・津和野2014』（昭文社）
【その他一般部門】
・『旅行年報2013』（公益財団法人日本交通公社）
・『JTBレポート2013 日本人海外旅行のすべて』（JTB総合研究所）
・『観光白書 平成25年版』（国土交通省観光庁）

利用状況

旅の図書館 掲示板

＊ 詳細は、ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。

おもてなしとホスピタリティ
2014年4月1日（火）～2014年5月30日（金）

2020年東京オリンピック招致をきっかけに世界に発信さ
れた日本語の「おもてなし」。いま日本では、「おもてなし」の
心や文化をみつめなおし、世界に発信していこうという気運
が高まっています。欧米では、他者を気持ちよくお迎えして
心を込めて対応することは、「ホスピタリティ」という概念で
説明されますが、「おもてなし」と「ホスピタリティ」はどのよ
うに違うのでしょうか、どのような共通点があるのでしょうか。
そこで今回は、「おもてなし」と「ホスピタリティ」をキー

ワードに、関連する国内外の図書、専門書、古書・稀
き

覯
こう

書
（抜粋コピーを展示）等を集めてみました。
例えば、日本で「おもてなし」「ホスピタリティ」が一般に
使われるようになったのは比較的最近で、以前は「接遇」
「サービス」という言葉が頻繁に使われていたことなどが分
かります。また米国では、「ホスピタリティ」の精神的・情緒
的な側面だけではなく、宿泊・飲食・エンターテイメント等
を総称する「ホスピタリティ産業」発展のための「ホスピタリ
ティ・マネジメント」研究が進んでいるなど、時代や文化によ
ってさまざまな特徴も見られます。
ぜひ多くの方に当館を訪れていただき、「おもてなし」と

「ホスピタリティ」についてあらためて考える機会にしていた
だければと思います。

特別展示のご案内

ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。旅の図書館特別展示で検索
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